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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

(l) 本標準は、１９９５年１０月にＩＴＵ－Ｔにおいて承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５４．２に準拠し

たものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1 オプション選択項目 

なし。 

 

2.2 オプション項目 

なし。 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版  ２０００年  ４月２０日  制  定 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

５．注意事項 

(1) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０において定義されているＩＳＤＮサービス方法論に従い、各付加サービス

の定義に関しては標準ＪＴ－Ｉ２５０シリーズ（ステージ１）に記述され、各付加サービスの網と端

末の機能分担などに関してはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．８０シリーズ（ステージ２）に記述されている。 

(2) 本文中に記述されている他の付加サービスとの相互作用に関して、現時点では標準となっていない付

加サービスに対しても記述しているが、その記述はその付加サービスが標準となった時点で追加・変

更される可能性があるため注意が必要である。 

 

６．その他 

  (1)  参照する主な勧告、標準等 

（i）ＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－Ｑ９３２ 

（ii）ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｑ．９５２、Ｑ．９５３、Ｑ．９５５、Ｑ．９５６、 

Ｘ．２０８、Ｘ．２１０、Ｚ．１００ 
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１．規定範囲 
本標準は、ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．１（ＤＳＳ１）プロトコルを用いる、Ｔ参照点またはＳ／Ｔ

一致参照点（標準ＪＴ－Ｉ４１１［１］で定義されている）におけるサービス総合ディジタル網（ＩＳＤＮ）

のための三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスのステージ３記述を規定している。ステージ３は、テレコミュニ

ケーションサービス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０［２］）をサポートするために必要とされるプロトコル手順

と交換機能を規定している。 

   

付け加えて本標準は、中間にある私設ＩＳＤＮを経由してユーザにサービスが提供される場合、そのＴ参照

点のプロトコル要求条件を規定している。 

 

本標準は、ＩＳＤＮでないテレコミュニケーションネットワークを経由してユーザにサービスが提供される

場合のプロトコル要求条件は、付加的には規定しない。 

 

三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスは、ユーザが三者通話、すなわちサービス対象ユーザと２つのリモート

ユーザ間の同時通信について、確立、参加、および制御することを可能にする。 

 

三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスは、音声を伝送できる全ての回線交換テレコミュニケーションサービス

に適用される。 

 

本標準は、三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスをサポートし、公衆ＩＳＤＮへのアクセスに利用されるＴ参

照点またはＳ／Ｔ一致参照点のいずれかのサイドに接続される装置に対して適用される。 

 

２．参考文献 
  以下のＴＴＣ標準およびＩＴＵ－Ｔ勧告とその他の参考文献は、本標準中で参照されることにより本標準の

規定の一部を構成する。ここでは、本標準が制定された時点での有効な版数を示しているが、全ての標準や勧

告および参考文献は改訂されうる。そのため、本標準の利用者は、以下に示した標準や勧告および参考文献の

最新版が適用できるかどうか調査すべきである。現在の有効なＴＴＣ標準およびＩＴＵ－Ｔ勧告の一覧は定期

的に出版されている。 

 

［１］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－“ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース規定点及びインタフェース構造” 

［２］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０－“Method for the characterization of telecommunication services supported by an 

ISDN and network capabilities of an ISDN”  

［３］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１－“ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース  レイヤ３仕様”  

［４］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９－“Vocabulary of switching and signalling terms”  

［５］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２０－“ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース  レイヤ２仕様”  

［６］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２－“Vocabulary of terms for ISDNs”  

［７］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２－“ＩＳＤＮ付加サービス制御手順の共通原則”  

［８］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５２－“Stage 3 description for call offering supplementary services using DSS1.clause7

－Explicit Call Transfer (ECT)”  

［９］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９－“Remote operations: Model, notation and service definition”  

［１０］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１０－“Principles of telecommunication services supported by an ISDN and the 

means to describe them”  

［１１］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８－“Specification of Abstract Syntax Notation One (ASN.1)”  



ＪＴ－Ｑ９５４．２ － 2 －  

［１２］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００－“Specification and Description Language (SDL)”  

［１３］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５３－“Stage 3 description for call completion supplementary services using 

DSS1.clause2－Call Hold”  

［１４］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５６－“Stage 3 description for charging supplementary services using DSS1.Clause2

－Advice of Charge (AOC)”  

［１５］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５５－“Stage 3 description for community of interest supplementary services using 

DSS1.Clause3－Multilevel precedence and preemption (MLPP)”  

 

３．定義 
  本標準の目的のため、以下の定義を適用する。 

 

3.1  通信中－保留コネクション 

  サービス対象ユーザにおいて、呼状態が通信中であり、かつ、補助状態が保留である、２つのユーザ間のコ

ネクション。 

 

3.2  通信中－空コネクション 

  サービス対象ユーザにおいて、呼状態が通信中であり、かつ、補助状態が空である、２つのユーザ間のコネ

クション。 

 

3.3  呼状態 

  ユーザあるいは網の適切な方に関する、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の２．１節で定義されている状態。呼状

態は、それぞれの呼番号（ＣＲ）値（および着呼状態にあるそれぞれの付加的な応答コネクションエンドポイ

ント識別子（ＣＥＩ））について存在する。 

 
3.4  呼 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９［４］の２．２節の定義２２０１参照。 

 

3.5  コネクションエンドポイント識別子（ＣＥＩ） 

  シグナリング情報（標準ＪＴ－Ｑ９２０［５］の３．４．１節参照）を転送するため、使用されるデータリ

ンクコネクションを識別する識別子。 

 

3.6  コネクション 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９［４］の第０章の定義００１１参照。 

 

3.7  サービス総合ディジタル網（ＩＳＤＮ） 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２［６］の２．３節の定義３０８参照。 

 

3.8  インボークコンポーネント 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［９］で定義されている本コンポーネントの利用のため、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］

の８．２．３．１．１節参照。“ＸＸＸＸ”インボークコンポーネントと書かれている場合には、インボーク

コンポーネントは、オペレーション“ＸＸＸＸ”の値に設定されたオペレーション値を持つことを意味する。 
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3.9  ローカルな相互作用 

  （それぞれの付加サービスに対する）サービス対象ユーザが同じアクセス上であるような２つ、あるいは、

それ以上の付加サービスに関するプロトコルの相互作用。 

 

3.10  呼のローカルな相互作用 

  ローカルな相互作用が、ある一つの呼に対して存在する。つまり、２つの付加サービスが同じ呼で起動され

る。 

 

3.11  網 

ユーザ・網インタフェースにおける網側のＤＳＳ１プロトコルエンティティ。 

 

3.12  影響なし 

  ２つの識別される付加サービス間の相互作用については、各々の付加サービスの標準の記述を越えたプロト

コルに関する要求を含まない。 

 

注－ＤＳＳ１プロトコルに影響しない、その他の事柄については、適切な付加サービスのサービス記述 

    を参照のこと。 

 

3.13  適用されない 

  ２つの識別される付加サービス間の相互作用については、本標準の範囲外である（例えば、ある付加サービ

スとそれ自身の間の相互作用の場合、個々の付加サービスの標準にて記述される）。 

 

3.14  個別通信 

  サービス対象ユーザと一つのリモートユーザ間の通信。これは、他のリモートユーザとの通信を許可しない。 

 

3.15  リジェクトコンポーネント 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［９］で定義されている本コンポーネントの利用のため、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］

の８．２．３．１．１節参照。 

 

3.16  リモート相互作用 

  あるユーザがある付加サービスに関するサービス対象ユーザであり、かつ、（同じ呼を利用する）他の付加

サービスのリモートユーザである場合の２つ、あるいは、それ以上の付加サービスに関するプロトコルの相互

作用。サービス対象ユーザの付加サービスに関する相互作用は、リモートユーザにおいて存在する。 

 

3.17  リモートユーザ 

ある三者通話に追加された２つの呼に関わるサービス対象ユーザに対する、他の２つのユーザ。リモートユ

ーザはユーザＢ、ユーザＣとも記述される。 

 

3.18  リターンエラーコンポーネント 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［９］で定義されている本コンポーネントの利用のため、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］

の８．２．３．１．１節参照。“ＸＸＸＸ” リターンエラーコンポーネントと書かれている場合には、リタ

ーンエラーコンポーネントは、オペレーション“ＸＸＸＸ”の値に設定されたオペレーション値を持つことを

意味する。 
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3.19  リターンリザルトコンポーネント 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９［９］で定義されている本コンポーネントの利用のため、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］

の８．２．３．１．１節参照。“ＸＸＸＸ” リターンリザルトコンポーネントと書かれている場合には、リ

ターンリザルトコンポーネントは、オペレーション“ＸＸＸＸ”の値に設定されたオペレーション値を持つこ

とを意味する。 

 

3.20  サービス対象ユーザ 

本付加サービスを起動するユーザ（ＤＳＳ１プロトコルエンティティ）。本ユーザはユーザＡとも記述され

る。 

 

3.21  サービス、テレコミュニケーションサービス 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２［６］の２．２節の定義２０１参照。 

 

3.22  付加サービス 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２１０［１０］の２．４節参照。 

 

3.23  三者通話 

  3つのユーザ、つまりサービス対象ユーザと２つのリモートユーザ間の通信。 

 

3.24  三者ブリッジ 

  三者通話を許可する３つのユーザ間の接続を実行する網装置。 

 

3.25  ユーザ 

ユーザ・網インタフェースにおけるユーザ側のＤＳＳ１プロトコルエンティティ。 

 

４．略語 

 本標準の目的のため、以下の略語が使用される。 

３３３３ＰＰＰＰＴＴＴＴＹＹＹＹ Three-Party 

 三者通話 

ＡＡＡＡＳＳＳＳＮＮＮＮ．．．．１１１１ Abstract Syntax Notation one 

 抽象構文記法１ 

ＣＣＣＣＥＥＥＥＩＩＩＩ Connection Endpoint Identifier 

 コネクションエンドポイント識別子 

ＣＣＣＣＲＲＲＲ Call Reference 

 呼番号 

ＤＤＤＤＳＳＳＳＳＳＳＳ１１１１ Digital Subscriber Signalling System No.1 

 ディジタル加入者線信号方式 Ｎｏ．１ 

ＩＩＩＩＳＳＳＳＤＤＤＤＮＮＮＮ Integrated Services Digital Network 

 サービス総合ディジタル網 

ＰＰＰＰＳＳＳＳＴＴＴＴＮＮＮＮ Public Switched Telephone Network 

 公衆交換電話網 

ＳＳＳＳＤＤＤＤＬＬＬＬ Specification and Description Language 

 動的記述 
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５．説明 

 ただ一つの通信中－空コネクション、および少なくとも一つの通信中－保留コネクションを持っているサー

ビス対象ユーザは、三者通話を形成するために通信中－保留コネクションのうちの一つを、通信中－空コネク

ションに参加させることができる。 

   注 

   １ 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスに参加するそれぞれの呼は、サービス対象ユーザによって、 

     あるいは適切なリモートユーザによって始められる。 

  

     三者通話中に、サービス対象ユーザは、網に対して以下のことを要求することができる。 

－ 明示的に、リモートユーザの内の一人およびそのリモートユーザへの接続を終了する。 

－ 三者通話を終了する。あるいは 

－ リモートユーザ内の一人と個別通信を設定する。 

リモートユーザ（ユーザＢあるいはユーザＣ）のどちらかは、網に接続終了を要求することができ 

る。 

 

     リモートユーザはこれらの動作を通知される。 

 

   ２ 一定の期間、いくつかの網は、リモートユーザへの通知の転送をサポートしないかもしれない。 

 

   ３ 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスのインプリメンテーションに対するプロトコルは、そのコネク

ションエンドポイント識別子（ＣＥＩ）値に対し、通信中－空コネクションの呼がただ１つ存在す

る場合のインプリメンテーションに制限される。ユーザのインプリメンテーション、例えば通常の

オペレーションにおいて同じコネクションエンドポイント識別子（ＣＥＩ）値上で一つ以上の通信

中－空コネクションの呼をサポートする多機能ターミナルは、このプロトコルを有効に利用するこ

とができない。 

 

６．運用上の要求条件 

6.1 提供と取消し 

 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスは、サービス提供者との事前契約により提供される。 

 

 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスは、加入者の要求、あるいはサービス提供者の理由により、サービス提

供者によって取消される。 

 

6.2 発側網での要求条件 

  標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．１節の要求条件が適用される。 

 

6.3 着側網での要求条件 

 標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．２節の要求条件が適用される。 

 

７．コーディング上の要求条件 

7.1 ファシリティ情報要素コンポーネントのコード化 

 表１は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.２０８［１１］で規定される抽象構文記法 1（ＡＳＮ．１）および、ＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｘ．２１９［９］の図４の中で定義されるＯＰＥＲＡＴＩＯＮマクロを使用した、三者通話（３ＰＴＹ）
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付加サービスのために必要となるオペレーションおよびタイプの定義を示す。 

 

 これらのオペレーションおよびタイプをコード化するコンポーネント・タイプの形式上の定義は、標準ＪＴ

－Ｑ９３２［７］の表８－６で提供される。 

 

 ファシリティ情報要素中へのコンポーネントの包含は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の８．２．２節の中で定

義される。 

 

 全てのコンポーネント（インボーク、リターンリザルト、リターンエラー、リジェクト）はファシリティ情

報要素内に含まれる。ファシリティ情報要素は、９節にて指定されるメッセージに含まれる。 

 

7.2 通知識別子情報要素のコード化 

通知内容は、通知識別子情報要素のオクテット３に含まれており、表２の中で示されるようにコード化され

る。 

 

注－以下のガイダンスはリモートユーザにおける通知内容の解釈のために与えられる。 

“リモート保留”の通知内容は、Ｂチャネルの通話パス消失を示す。これは三者通話が存在する場合に、

後続の“会議通話終了”の通知内容によって示される三者通話の終了、あるいは保留（ＨＯＬＤ）付加サ

ービスのような付加サービスのオペレーションによるかもしれない。“会議通話終了”の通知内容が受け

取られる場合、Ｂチャネルの通話パス消失を示す“リモート保留”の通知内容が同時に、もしくは直ちに

続かなければ、通話パスはＢチャネルに存在する。 

 

８．状態定義 

標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の２．１節で指定される呼状態が適用される。 

 

標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．２．１．１節で指定される補助状態が適用される。 

 

以下の状態は網のために定義される。 

 

   － 三者通話（３ＰＴＹ）空：三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスの発生は要求されていない。 

   － 三者通話（３ＰＴＹ）通信中：三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスの発生は存在する。 

   － 三者通話（３ＰＴＹ）保留解除待ち：保留解除機能は、三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスの終了

の前にユーザによって始められる。 

   － 三者通話（３ＰＴＹ）保留及び保留解除待ち：保留機能および保留解除待ち機能は、三者通話（３

ＰＴＹ）付加サービスの終了の前にユーザによって始められる。 

   － 三者通話（３ＰＴＹ）保留待ち：保留機能は、三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスの終了の前に 

     ユーザによって始められる。 

 

以下の状態はユーザのために定義される。  

 

   － 三者通話（３ＰＴＹ）空：三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスの発生は要求されていない。  

   － 三者通話（３ＰＴＹ）通信中：三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスの発生は存在する。 

   － Begin3PTY要求：三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスは、サービス対象ユーザにより要求される。  
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   － End3PTY要求：サービス対象ユーザは、リモートユーザのうちの一人との個別通信を行う。  

 

表１／ＪＴ－Ｑ９５４．２ 

（ITU-T Q.954.2） 

三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスのためのオペレーションの定義 

 
Three-Party-Operations {itu recommendation q 954 three-party (2) operations-and-errors (1)} 
 
DEFINITIONS EXPLICIT TAGS  ::= 
 
BEGIN 
 
EXPORTS   Begin3PTY, End3PTY; 
 
IMPORTS   OPERATION 
    FROM Remote-Operation-Notation 
              { joint-iso-ccitt remote-operations (4) notation (0)} 
 
    userNotSubscribed, notAvailable, invalidCallState, 
    resourceUnavailable, 
    supplementaryServiceInteractionNotAllowed 
    FROM General-Errors 
            {ccitt recommendation q 950 general-error-list (1)}; 
 
Begin3PTY ::=  OPERATION 
 
                RESULT 
    ERRORS {userNotSubscribed, notAvailable, invalidCallState,  
      resourceUnavailable, 
      supplementaryServiceInteractionNotAllowed} 
 
--    本本本本標標標標準準準準はははは、、、、エエエエララララーーーー‘‘‘‘‘‘‘‘notAvailable’’’’’’’’のののの生生生生成成成成手手手手続続続続ききききをををを提提提提供供供供ししししなななないいいい。。。。  
 
End3PTY ::=  OPERATION 
    RESULT  
    ERRORS  {invalidCallState} 
 
begin3PTY   Begin3PTY ::= localValue 4 
 
end3PTY    End3PTY ::= localValue 5 
 
END 
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９．信号上の要求条件 
9.1 サービスの開始／停止／登録 

 適用されない。すなわち、三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスの開始、停止、登録の信号手順は必要ない。 

 

表２／ＪＴ－Ｑ９５４．２ 

（ITU-T Q.954.2） 

通知識別子情報要素中のコードポイント 

 

ビット 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

１ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ 会議通話確立（注１） 

１ １ ０ ０ ０ ０ １ １ 会議通話終了（注２） 

１ １ １ １ １ ０ ０ １ リモート保留 

注 

１  ユーザは複数加入者呼へ参加する。 

２  ユーザは通常の二者通話呼へ参加する。 

 

 

9.2 インボケーションと動作 

9.2.1 三者通話の要求 

9.2.1.1 通常動作 

 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスの要求のために、サービス対象ユーザはそれぞれ同じコネクションエン

ドポイント識別子（ＣＥＩ）値で、リモートユーザのそれぞれと関連した２つの呼を要求する。１つの呼は通

信中－空コネクションである。もう一つの呼は通信中－保留コネクションである。サービス対象ユーザは同じ

コネクションエンドポイント識別子（ＣＥＩ）値と関連した通信中－空コネクション状態である他のどのよう

な呼も持たない。他の通信中－保留コネクションの呼は存在しうる。 

 

 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスの要求のために、サービス対象ユーザは網に標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］

の６．３．１節の手順に従い、また、適切な通信中－保留コネクションの呼番号（ＣＲ）を用いて Begin3PTY 

インボークコンポーネントを「ファシリティ」（FACILITY）メッセージで送信する。 

 

注－他の呼番号（ＣＲ）は、それが唯一の通信中－空コネクションであるという制約によって暗黙に識別され

る。 

 

 この要求を受信する時、網は以下のことをチェックする。 

 

  － 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスは本ユーザに許容されているか。 

 

  － 受信した要求が通信中－保留コネクションと関連しているか。 

 

  － 要求を受信した時のコネクションエンドポイント識別子（ＣＥＩ）値に対して、一つの通信中－空コ

ネクションがあるか。 
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  － 三者ブリッジが使用可能か。 

 

  － サービス対象ユーザによってコントロールされた三者ブリッジがすでに通信中－空コネクションあ

るいは通信中－保留コネクションに含まれていないか。そして、 

 

  － １２章の要求条件が、他の付加サービス相互作用に満たされているか。 

 

 これらの要求条件が満たされる時、網は以下のことを行う。 

 

  ａ） 三者ブリッジを割り当てる。 

 

  ｂ） サービス対象ユーザにユーザ情報転送をサポートする通信中－空コネクションのＢチャネルを使

用して、識別されたコネクションをこの三者ブリッジに接続する。 

 

  ｃ） サービス対象ユーザに、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．３．１節の手順に従い、また、適切な通

信中－保留コネクションの呼番号（ＣＲ）を用いて Begin3PTYリターンリザルトコンポーネントを

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージで返信する。そして、 

 

  ｄ） 通知内容が“会議通話確立”の通知識別子情報要素を含んだ「通知」（NOTIFY）メッセージをリ

モートユーザに送信する。 

 

 サービス対象ユーザが正しくコード化された Begin3PTY リターンリザルトコンポーネントを「ファシリテ

ィ」（FACILITY）メッセージで受信した時、ユーザは提供された情報を受け入れ、そして網に応答を行わな

い。 

 

 この節の手順の結果として、網側およびユーザ側における、２つのコネクションの呼状態および補助状態は

変化しない。 

 

9.2.1.2 例外手順 

 標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．３．１節の手順に従い、Begin3PTYインボークコンポーネントを「ファシ

リティ」（FACILITY）メッセージで受信した時、三者通話が許容されなければ、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２

［７］の６．３．１節の手順に従い、サービス対象ユーザに、メッセージを受信したコネクションの呼番号（Ｃ

Ｒ）を用いて、Begin3PTY リターンエラーコンポーネントを「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ、あ

るいは、他の適切な呼制御メッセージで返信し、そのユーザに対するどんなコネクション上でも動作を行わな

い。 

 

 Begin3PTYリターンエラーコンポーネントに含まれるエラーは次のいずれか１つである。 

 

  － “userNotSubscribed”、三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスに加入していない場合。 

 

  － “invalidCallState”、受信した要求が通信中－保留コネクションに関連しない、そのコネクションエ

ンドポイント識別子（ＣＥＩ）値に対して通信中－空コネクションが存在しない、あるいは、そのコ

ネクションエンドポイント識別子（ＣＥＩ）値に対して通信中－空コネクションが二つ以上存在する
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場合。 

 

  － “resourceUnavailable”、三者ブリッジが使用可能でない場合。 

 

  － “supplementaryServiceInteractionNotAllowed”、三者ブリッジが、識別されたコネクションの一方、あ

るいは両方ともですでに存在する、かつ、三者ブリッジが同じサービス対象ユーザに関連している、

あるいは、サービスの規定が１２章の手順によって妨げられる場合。 

 

 Begin3PTY リターンエラーコンポーネントを受信した時、サービス対象ユーザは、何も動作をせず、 

Begin3PTYインボークコンポーネントが送信される前に存在した状態のままである。 

 

 網が Begin3PTY インボークコンポーネントを「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ以外のメッセージ

で受信した時、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．３．１節の手順に従い、Begin3PTYリターンエラーコ

ンポーネントを返信する。Begin3PTYリターンエラーコンポーネントに含まれるエラーは“invalidCallState”で

ある。Begin3PTYリターンエラーコンポーネントは適切な呼制御メッセージ、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．

２節で定義された保留と保留解除に関するメッセージ、あるいは「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ

によってサービス対象ユーザに返信される。 

 

 リジェクトコンポーネントを受信した時、サービス対象ユーザは、何も動作をせず、Begin3PTYインボーク

コンポーネントが送信される前に存在した状態のままである。 

 

 リジェクトコンポーネントを受信した時、網は、何も動作をせず、リジェクトコンポーネントが受信される

前に存在した状態のままである。 

 

 ひとたび網が、三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスが成功裏にインボークされたと決定すると、網が三者通

話が終了したと決定する時まで、次の手順が適用される。網が通信中－保留コネクションに対して「保留解除」

（RETRIEVE）メッセージを受信した時、保留解除機能は理由表示＃２９“ファシリティ拒否”で、標準ＪＴ

－Ｑ９３２［７］の手順に従い、拒否される。 

 

9.2.2 一つのリモートユーザの切断とその他の保持 

9.2.2.1 通常動作 

 切断されるリモートユーザは、通信中－保留コネクションあるいは、通信中－空コネクションに関連してい

る呼番号（ＣＲ）を用いて、サービス対象ユーザにおいて識別される。適用されるコネクションによって、以

下の二つの手順の、いずれかが適用される。 

 

  ａ）  切断されるリモートユーザが、通信中－空コネクションに関連している呼番号（ＣＲ）を用いて、

サービス対象ユーザにおいて識別される時、サービス対象ユーザは、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の

５．３節の手順に従い、その呼番号（ＣＲ）を持つ「切断」（DISCONNECT）メッセージを送信す

る。 

 

 このような「切断」（DISCONNECT）メッセージを受信した時、網は、 

 

i） 適切なリモートユーザとのコネクションを切断復旧する。 



 － 11 － ＪＴ－Ｑ９５４．２ 

 

注１－このリモートユーザにおいての切断復旧情報の受信は、三者通話の終了を示す。 

 

ii） サービス対象ユーザに対して、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．３節の手順に従い、識別され

た呼番号（ＣＲ）の切断復旧を続ける。網は、この切断復旧に関連した標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］

の６．４節で定義された適切なリザーブ機能を提供する。 

 

iii） 他のリモートユーザとの通信中－保留コネクションから三者ブリッジを切り離す。 

 

iv） 三者ブリッジを解放する。そして、 

 

v） 通知内容が“リモート保留”の通知識別子情報要素を含んだ「通知」（NOTIFY）メッセージ

を、残っているリモートユーザに送信する。 

 

 「解放」（RELEASE）メッセージを受信した時、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．３節の手順で

示されるように、サービス対象ユーザは、 

 

i） 標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．３節の手順に従い、切断復旧が始められた呼番号（ＣＲ）を

切断復旧し続ける。そして、 

 

ii） 通信中－保留コネクションに関連した呼番号（ＣＲ）を用いて、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の

６．２．３節の手順に従い、保留解除機能を実行する。 

 

注２－サービス対象ユーザは保留解除機能の間のチャネル選択の成功を保証するために、保留

解除機能を実行する前に、切断復旧が始められた呼番号（ＣＲ）の切断復旧の完了を考

慮する必要がありうる。 

 

 保留解除機能の要求を示している「保留解除」（RETRIEVE）メッセージを受信した時、網は、 

 

i） （標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．４節の手順に従い）適切なリザーブを用いて、（標準ＪＴ

－Ｑ９３２［７］の６．２．３節の手順に従い）保留解除機能を完了する。 

 

注３－通知内容が“リモート保留解除”の通知識別子情報要素は、このような状況下ではリモ

ートユーザに送信されない。 

 

ii） 通知内容が“会議通話終了”の通知識別子情報要素を含んだ「通知」（NOTIFY）メッセージ

を残っているリモートユーザに送信する。 

 

 この節のこの項目の手順の結果として、残っているコネクションの呼状態は、網とサービス対象

ユーザ両方において、変化しない。補助状態は空である。 

 

  ｂ）  切断されるリモートユーザが、通信中－保留コネクションに関連している呼番号（ＣＲ）を用い

て、サービス対象ユーザにおいて識別される時、サービス対象ユーザは、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］
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の５．３節の手順に従い、その呼番号（ＣＲ）を持つ「切断」（DISCONNECT）メッセージを送信

する。 

 

 このような「切断」（DISCONNECT）メッセージを受信した時、網は、 

 

i） 適切なリモートユーザとのコネクションを切断復旧する。 

 

注４－このリモートユーザにおいての切断復旧情報の受信は、三者通話の終了を示す。 

 

ii） サービス対象ユーザに対して、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．３節の手順に従い、識別され

た呼番号（ＣＲ）の切断復旧を続ける。 

 

iii） 他のリモートユーザとの通信中－空コネクションから三者ブリッジを切り離す。 

 

iv） 三者ブリッジを解放する。そして、 

 

ｖ） 通知内容が“会議通話終了”の通知識別子情報要素を含んだ「通知」（NOTIFY）メッセージ

を、残っているリモートユーザに送信する。 

 

 この節のこの項目の手順の結果として、残っているコネクションの呼状態と補助状態は、網とサ

ービス対象ユーザ両方において、変化しない。 

 

9.2.2.2 例外手順 

 すべての例外条件は、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．８節の手順に従い、扱われる。 

 

9.2.3  両方のリモートユーザの切断と呼の終了 

9.2.3.1  通常動作 

サービス対象ユーザは「切断」（DISCONNECT）メッセージを両方に送る。 

 

  －  通信中－保留コネクションに関連する呼番号（ＣＲ）。その後の手順は９．２．２．１節のｂ）に従

う。 

 

  －  通信中－空コネクションに関連する呼番号（ＣＲ）。その後の手順は、サービス対象ユーザが保留解

除動作を行わないという点を除いて９．２．２．１節のａ）に従う。 

 

網は最初のリモートユーザが切断したときだけ残りのリモートユーザに対して通知を行う。 

 

注－切断復旧指示の直前にリモートユーザに受信されるいかなる通知内容も切断復旧指示によりキャンセル

され、無視される。 

 

9.2.3.2  例外手順 

全ての例外状態は、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．８節の手順に従い、取り扱われる。 
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9.2.4  リモートユーザとの個別通信の生成 

9.2.4.1  通常動作 

個別通信を必要とされたリモートユーザは、通信中－保留コネクションまたは通信中－空コネクションに関

連する呼番号（ＣＲ）によってサービス対象ユーザに識別される。適用されるコネクションによって、以下の

二つの手順の、いずれかが適用される。 

 

  ａ）  もし個別通信を必要とするリモートユーザが通信中－保留コネクションに関連する呼番号（Ｃ

Ｒ）によりサービス対象ユーザに識別されているならば、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．３．１

節に従い、サービス対象ユーザはその呼番号（ＣＲ）で「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ

中に End3PTYインボークコンポーネントを網に送信する。 

 

 「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ中のこのようなインボークコンポーネントを受信した

とき、網は、 

 

i） 通信中－空コネクションと通信中－保留コネクションの両方から三者ブリッジを切り離す。 

 

ii） 三者ブリッジを解放する。 

 

iii） 通信中－保留コネクションの呼番号（ＣＲ）を用いて、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．３．

１節の手順に従い、End3PTY リターンリザルトコンポーネントを「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージに含めてサービス対象ユーザに返送する。 

 

iv） 個別通信を要求するリモートユーザに“リモート保留”の通知内容を伴った通知識別子情報要

素を含む「通知」（NOTIFY）メッセージを送信し、そして 

 

v） もう一方のリモートユーザに“会議通話終了”の通知内容を伴った通知識別子情報要素を含む

「通知」（NOTIFY）メッセージを送信する。 

 

 サービス対象ユーザが「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ中の正しくコード化された

End3PTY リターンリザルトコンポーネントを受信したとき、そのユーザは提供された情報を受け入

れ、そして 

 

i） 通信中－空コネクションに関連する呼番号（ＣＲ）を使用し、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．

２．２節の手順に従い保留動作を行う。 

 

ii） 通信中－保留コネクションに関連する呼番号（ＣＲ）を使用し、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の

６．２．３節に従い保留解除動作を行う。 

 

注１－もし網が「保留」（HOLD）メッセージの前に「保留解除」（RETRIEVE）メッセージ

の処理を行う（例えば、保留動作が完了する前にユーザが「保留解除」（RETRIEVE）

メッセージを送信したり、網内での内部的なメッセージの取り扱いの結果）ならば、保

留解除動作が成功するかどうかは空きＢチャネルが利用可能であるかによる。空きＢチ

ャネルが利用可能でない場合、網は保留解除動作をうまく完了することはできない。保
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留解除動作中のチャネル選択の成功を確実にするために、もし空きＢチャネルが利用可

能であることをユーザが知らないのであれば、ユーザは保留解除動作を行う前に保留動

作の完了を待つべきである。 

 

 網は、（標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．４節の手順に従い）何らかの適切なリザーブを生成し

使用することで、（標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．２．２節と６．２．３節の手順に従い）保留

と保留解除動作を完了する。保留動作の成功完了時（すなわち「保留確認」（HOLD 

ACKNOWLEDGE）メッセージを送信）、網は「通知」（NOTIFY）メッセージを“リモート保留”

の通知内容を持つ通知識別子情報要素を含めて、個別通信に含まれていないリモートユーザに送信

する。保留解除動作の成功完了時（すなわち「保留解除確認」（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）メッ

セージを送信）、網は「通知」（NOTIFY）メッセージを“会議通話終了”の通知内容を持つ通知識

別子情報要素を含めて、個別通信を要求したリモートユーザに送信する。 

 

注２－“リモート保留解除”の通知内容を持つ通知識別子情報要素はこれら状況下ではリモートユ

ーザに送信されない。 

 

 本節の本項目の手順の結果として、網とサービス対象ユーザの両方において、コネクションの呼

状態は変わらない。個別通信のコネクションの補助状態は保留から空に変わる。もう一方のコネク

ションの補助状態は空から保留に変わる。 

 

  ｂ）  もし、個別通信を必要とするリモートユーザが通信中－空コネクションに関連する呼番号（ＣＲ）

によりサービス対象ユーザに識別されるならば、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．３．１節の手順

に従い、サービス対象ユーザはその呼番号（ＣＲ）で「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ中

に End3PTYインボークコンポーネントを網に送信する。 

 

 「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ中のこのようなインボークコンポーネントを受信した

とき、網は、 

 

i） 通信中－空コネクションと通信中－保留コネクションの両方から三者ブリッジを切り離す。 

 

ii） 三者ブリッジを解放する。 

 

iii） 通信中－空コネクションの呼番号（ＣＲ）を用いて、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．３．１

節の手順に従い、End3PTYリターンリザルトコンポーネントを「ファシリティ」（FACILITY）

メッセージに含めてサービス対象ユーザに返送する。 

 

iv） 両方のリモートユーザに“会議通話終了”の通知内容を伴った通知識別子情報要素を含む「通

知」（NOTIFY）メッセージを送信し、そして、 

 

v） “リモート保留”の通知内容を伴った通知識別子情報要素を、iv）と同じ「通知」（NOTIFY）

メッセージまたは後続の「通知」（NOTIFY）メッセージのどちらかで、個別通信を要求しな

いリモートユーザに送信する。 
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注３－もしサービス対象ユーザの網とリモートユーザの網との間に介在するいずれかのプロ

トコルも同じメッセージで二つの通知内容の伝送をサポートしないならば、これは“会

議通話終了”の単一の通知内容を含んだメッセージと、“リモート保留”の通知内容を

含んだ後続のメッセージにその時点でマッピングする。 

 

 サービス対象ユーザが「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ中にある正しくコード化された

End3PTY リターンリザルトコンポーネントを受信したとき、ユーザは提供された情報を受け入れ、

これ以上の動作は行わない。 

 

 本節の本項目の手順の結果として、網とサービス対象ユーザの両方における呼状態とコネクショ

ンの補助状態は変わらない。 

 

9.2.4.2  例外手順 

標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．３．１節の手順に従い、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ中の

End3PTYインボークコンポーネントを受信しているが、三者通話が存在しないとき、網は標準ＪＴ－Ｑ９３２

［７］の６．３．１節の手順に従い、その受信したメッセージの呼番号（ＣＲ）を用いて何らかの適切なメッ

セージでサービス対象ユーザに End3PTYリターンエラーコンポーネントを返す。 

 

標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．３．１節の手順に従い、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ以外

のメッセージで End3PTY インボークコンポーネントを受信しているが、三者通話が存在しないとき、網は標

準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．３．１節の手順に従い、その受信したメッセージの呼番号（ＣＲ）を用いて何

らかの適切なメッセージでサービス対象ユーザに End3PTYリターンエラーコンポーネントを返す。 

 

  標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．３．１節の手順に従い、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ以外

のメッセージで End3PTY インボークコンポーネントを受信し、そして三者通話が存在するとき、網は標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３２［７］の６．３．１節の手順に従い、その受信したメッセージの呼番号（ＣＲ）を用いて何らか

の適切なメッセージでサービス対象ユーザに End3PTYリターンエラーコンポーネントを返す。 

 

  End3PTYリターンエラーコンポーネントに含まれるエラーは“invalidCallState”である。 

 

End3PTYリターンエラーコンポーネントを受信したとき、サービス対象ユーザは何も動作をせず、End3PTY

インボークコンポーネントが送信される前に存在した状態のままである。 

 

  リジェクトコンポーネントを受信したとき、サービス対象ユーザは何も動作をせず、End3PTYインボークコ

ンポーネントが送信される前に存在した状態のままである。 

 

  リジェクトコンポーネントを受信したとき、網は何も動作をせず、リジェクトコンポーネントが受信される

前に存在した状態のままである。 

 

9.2.5 リモートユーザによる呼の終了 

9.2.5.1 通常動作 

切断されるべきリモートユーザは、通信中－保留コネクションまたは通信中－空コネクションに関連する呼

番号（ＣＲ）によってサービス対象ユーザに識別される。適用されるコネクションによって、以下の二つの手
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順のいずれかが適用される。 

 

  ａ）  もし、通信中－空コネクションに関連する呼番号（ＣＲ）によってサービス対象ユーザに識別さ

れているリモートユーザ（またはリモートネットワーク）が、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．３

節の手順に従いコネクションを切断復旧する場合、網は、 

 

i） 上記の呼番号（ＣＲ）を伴う「切断」（DISCONNECT）メッセージを、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］

の５．３節の手順に従いサービス対象ユーザに送信する。 

 

ii） もう一方のリモートユーザへの通信中－保留コネクションから三者ブリッジを切り離す。 

 

iii） 三者ブリッジを解放する。そして、 

 

iv） 通知内容が“リモート保留”である通知識別子情報要素を伴う「通知」（NOTIFY）メッセー

ジを残っているリモートユーザへ送信する。 

 

 標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．３節の手順により規定されている「切断」（DISCONNECT）メ

ッセージを受信した場合、サービス対象ユーザは： 

 

i） 標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．３節の手順に従って切断復旧が開始された呼番号（ＣＲ）の

解放処理を続ける。さらに、 

 

ii） 通信中－保留コネクションに関連する呼番号（ＣＲ）を用いて、標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の

６．２．３節の手順に従って保留解除機能を実行する。 

 

注１－サービス対象ユーザは、保留解除機能実行中におけるチャネル選択の成功を確実にする

ため、保留解除機能実行前に切断復旧が開始された呼番号（ＣＲ）の解放が完了するこ

とを考慮する必要がありうる。 

 

 保留解除機能の要求を示している「保留解除」（RETRIEVE）メッセージを受信した場合、網は、 

 

i） （標準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．４節の手順に従い）任意の適切なリザーブを使用して、（標

準ＪＴ－Ｑ９３２［７］の６．２．３節の手順に従い）保留解除機能を完了させる。 

 

注２－この状況下では、通知内容が“リモート保留解除”である通知識別子情報要素はリモー

トユーザに送信されない。 

 

ii） 残りのリモートユーザに、通知内容が“会議通話終了”である通知識別子情報要素を伴う「通

知」（NOTIFY）メッセージを送信する。 

 

 この節の本項目の手順の結果により、網側およびサービス対象ユーザ側の両方の残りのコネクシ

ョンの呼状態は変わらない。補助状態は空である。 
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  ｂ）  もし、通信中－保留コネクションに関連する呼番号（ＣＲ）によってサービス対象ユーザに識別

されているリモートユーザ（またはリモートネットワーク）が、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．

３節の手順に従いコネクションを切断復旧する場合、網は、 

 

i） 上記の呼番号（ＣＲ）を伴う「切断」（DISCONNECT）メッセージを、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］

の５．３節の手順に従いサービス対象ユーザに送信する。 

 

ii） もう一方のリモートユーザへの通信中－空コネクションから三者ブリッジを切り離す。 

 

iii） 三者ブリッジを解放する。そして、 

 

iv） 通知内容が“会議通話終了”である通知識別子情報要素を伴う「通知」（NOTIFY）メッセー

ジを残っているリモートユーザへ送信する。 

 

 この節の本項目の手順の結果により、網側およびサービス対象ユーザ側の両方の残りのコネクシ

ョンの呼状態および補助状態は変わらない。 

 

9.2.5.2 例外手順 

 全ての例外条件は、標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］の５．８節の手順により取り扱われる。 

 

１０．私設ＩＳＤＮとのインタワーキングに関する手順 
 サービス提供者が私設ＩＳＤＮ内に存在するとき、私設ＩＳＤＮからの通知は公衆ＩＳＤＮを通じて転送さ

れる。 

 

 リモートユーザが私設ＩＳＤＮ内に存在するとき、公衆網は９．２節の手順に従い通知を送信する。 

 

 その他のＳ／Ｔ一致参照点に関する手順は、Ｔ参照点において適用されない。すなわち、サービス対象ユー

ザ（ＤＳＳ１プロトコルエンティティ）が私設ＩＳＤＮである時の、公衆ＩＳＤＮ網（ＤＳＳ１プロトコルエ

ンティティ）内の三者ブリッジの制御に関する手順は、本標準の適用範囲外である。 

 

１１．他網との相互作用 
 公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）に収容されているリモートユーザは通知を受信する必要がない。 

 

１２．他の付加サービスとの相互作用 
12.1 コールウェイティング（ＣＷ） 

影響なし。 

 

12.2 イクスプリシットコールトランスファ（ＥＣＴ） 

 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスとイクスプリシットコールトランスファ（ＥＣＴ）付加サービスとの間

の相互作用は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５２．７［８］に記述してある。 

 

12.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

 影響なし。 
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12.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

 影響なし。 

 

12.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

 影響なし。 

 

12.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

 影響なし。 

 

12.7 閉域接続（ＣＵＧ） 

12.7.1 コーディング上の要求条件 

 影響なし。 

 

12.7.2 Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順 

12.7.2.1 三者通話の生成 

12.7.2.1.1 通常動作 

 影響なし。 

 

12.7.2.1.2 例外手順 

 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスにおいて、網が二つの呼の接続要求を、構成している呼が異なる閉域ユ

ーザグループを使用して要求しているという理由で拒否する場合、Begin3PTY リターンエラーコンポーネント

には、“supplementaryServiceInteractionNotAllowed”エラーが含まれる。 

 

12.7.3 私設ＩＳＤＮとのインタワーキングに関する手順 

 影響なし。 

 

12.8 会議通話、アドオン 

 サービス対象ユーザが二つの呼を参加させることを要求し、その呼の一つがサービス対象ユーザによって確

立された会議通話呼であった場合、網は、“supplementaryServiceInteractionNotAllowed”エラーを示す１２．８．

２．１節に記された手順を適用する。 

 

12.8.1  コーディング上の要求条件 

 影響なし。 

 

12.8.2 Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順 

12.8.2.1 コネクションの一つが会議通話に属する場合の三者通話要求 

12.8.2.1.1 通常動作 

 影響なし。 

 

注－三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスの起動は会議通話、アドオン付加サービスのサービス対象ユーザに対

しては、許容されない。 
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12.8.2.1.2 例外手順 

 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスにおいて、呼の一つが同じサービス対象ユーザによって制御される会議

通話の一部であるという理由で（呼のローカルな相互作用）、網が二つの呼を接続するための要求を拒否する

場合は、網は、“supplementaryServiceInteractionNotAllowed”エラーを示す Begin3PTYリターンエラーコンポー

ネントをサービス対象ユーザに送信する。 

 

12.8.2.2 会議通話への三者通話の追加 

12.8.2.2.1 通常動作 

 影響なし。 

 

注－三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスの起動は会議通話、アドオン付加サービスのサービス対象ユーザに対

しては、許容されない。 

 

12.8.2.2.2 例外手順 

 会議通話、アドオン付加サービスにおいて、呼が同じサービス対象ユーザによって制御される三者通話の一

部であるという理由で（呼のローカルな相互作用）、網が会議通話にその呼を加える要求を拒否する場合、網

は“supplementaryServiceInteractionNotAllowed”エラーを示す AddCONF リターンエラーコンポーネントをサー

ビス対象ユーザに送信する。 

 

12.8.2.3 三者通話のコネクションに関する会議通話、アドオン付加サービスの起動 

12.8.2.3.1 通常動作 

 影響なし。 

 

注－会議通話、アドオン付加サービスの起動は、三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスのサービス対象ユーザに

対しては、許容されない。 

 

12.8.2.3.2 例外手順 

 会議通話、アドオン付加サービスにおいて、呼が同じサービス対象ユーザによって制御される三者通話の一

部であるという理由で（呼のローカルな相互作用）、網が会議通話、アドオン付加サービスの起動要求を拒否

する場合は、網は“supplementaryServiceInteractionNotAllowed”エラーを示す beginCONFリターンエラーコンポ

ーネントをサービス対象ユーザに送信する。 

 

12.8.2.4  リモートユーザの三者通話（３ＰＴＹ）付加サービス利用 

12.8.2.4.1 通常動作 

 会議通話、アドオン付加サービスの動作中にリモートユーザが三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスを利用す

る場合（リモート相互作用）、三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスに関する通知は以下の追加を伴って通常通

りに、サービス対象ユーザに送出される。 

 

  －網は標準ＪＴ－Ｑ９３２の６．３．１節の手順に従い、通知識別子情報を「ファシリティ」（FACILITY）

メッセージでサービス対象ユーザへ送信する。 

 

  －網は同じメッセージに IdentifyConferee インボークコンポーネントを含んだファシリティ情報要素を含

める。IdentifyConfereeオペレーションは、標準ＪＴ－Ｑ９５４．１の表１に規定される。PartyIdパラメ
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ータは提供された通知に該当するリモートユーザを示す。 

 

12.8.2.4.2  例外手順 

 影響なし。 

 

12.8.3 私設ＩＳＤＮとのインタワーキングに関する手順 

 標準ＪＴ－Ｑ９５４．１の１２．８．２．４節参照。 

 

12.9  ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 

 影響なし。 

 

12.10 着信転送サービス 

12.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） 

 影響なし。 

 

12.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） 

 影響なし。 

 

12.10.3 無条件着信転送（ＣＦＵ） 

 影響なし。 

 

12.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） 

 影響なし。 

 

12.11 代表（ＬＨ） 

 影響なし。 

 

12.12 三者通話（３ＰＴＹ） 

 適用されない。 

 

12.13 ユーザ･ユーザ情報転送（ＵＵＳ）  

 影響なし。 

 

12.14 複数加入者番号（ＭＳＮ） 

 影響なし。 

 

12.15 保留（ＨＯＬＤ） 

 三者通話に関わるどの加入者も三者通話へのコネクションを保留して、後で保留解除できる。 

 

12.15.1 コーディング上の要求条件 

 影響なし。 
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12.15.2 Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順 

12.15.2.1 保留呼からの三者通話作成 

 影響なし。 

 

12.15.2.2 三者通話の保留 

 三者通話を保留するために（呼のローカルな相互作用）、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５３．２の２．５．２．１．

１．２節、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５３．２の２．５．２．１．２節、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５３．２［１３］

の２．５．２．３節の手順は以下の例外を伴って適用される。 

 

  ａ） 保留機能は通信中－空コネクションにだけ使用されるものとする。そして、 

 

  ｂ） “リモート保留”の通知識別子情報要素を含む「通知」（NOTIFY）メッセージは、リモートユー

ザのどちらにも送信されないものとする。 

 

12.15.2.3 三者通話の保留解除 

 三者通話を保留解除するために（呼のローカルな相互作用）、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５３．２の２．５．２．

１．１．３節、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５３．２の２．５．２．１．４節、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５３．２［１

３］の２．５．２．３の手順は以下の例外を伴って適用される。 

 

  ａ） 保留解除機能は二つの通信中－保留コネクションの一つにのみ使用されるものとする。 

 

  ｂ） “リモート保留解除”の通知識別子情報要素を含む「通知」（NOTIFY）メッセージは、リモート

ユーザのどちらにも送信されないものとする。そして、 

 

  ｃ） 保留解除機能が残りの一つの通信中－保留コネクションに試される場合、保留解除機能が標準ＪＴ

－Ｑ９３２の６．２．３．３節の手順に従い理由表示＃２９“ファシリティ拒否”で拒否される。 

 

12.15.3 私設ＩＳＤＮとのインタワーキングに関する手順 

 影響なし。 

 

12.16 課金情報通知（ＡＯＣ） 

 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスと課金情報通知（ＡＯＣ）付加サービス間の相互作用は、ＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｑ．９５６．２［１４］に含まれる。 

 

12.17 サブアドレス（ＳＵＢ） 

 影響なし。 

 

12.18 端末移動（ＴＰ） 

 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスと端末移動（ＴＰ）付加サービス間の相互作用は、将来のＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｑ．９５８．Ｘシリーズに含まれる。 

 

12.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ） 

 影響なし。 
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12.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） 

 影響なし。 

 

12.21 着信課金（ＲＥＶ） 

 影響なし。 

 

12.22 多段階優先割込み（ＭＬＰＰ） 

 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスと多段階優先割込み（ＭＬＰＰ）付加サービスの相互作用は、ＩＴＵ－

Ｔ勧告Ｑ．９５５．３［１５］に記述される。 

 

12.23 私設番号計画サポート（ＳＰＮＰ） 

 現時点では適用される相互作用はない。 

 

12.24 国際テレコミュニケーションチャージカード（ＩＴＣＣ） 

 現時点では適用される相互作用はない。 

 

12.25 グローバル・バーチャルネットサービス（ＧＶＮＳ） 

 現時点では適用される相互作用はない。 

 

１３．パラメータ値（タイマ） 
 タイマ定義なし。 

 

１４．動的記述（ＳＤＬs） 
図１／ＪＴ－Ｑ９５４．２および図２／ＪＴ－Ｑ９５４．２に動的記述を示す。図１／ＪＴ－Ｑ９５４．２

および図２／ＪＴ－Ｑ９５４．２はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００［１２］に従って定義されている。図１／ＪＴ

－Ｑ９５４．２は三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスのユーザ側を、また図２／ＪＴ－Ｑ９５４．２は網側を

示している。 

 

 リモートユーザの通知手順のＳＤＬは 標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］付属資料Ａで定義される。 
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   三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスにおいて２つの基本 

   コネクションが関連する。 

   ― 通信中－保留コネクションが１つ。 

   そして 

   ― 通信中－空コネクションが１つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      NO 

 

 

              YES 

                      NO 

 

 

              YES  

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＴＣ注－Begin3PTYインボーク送出後に遷移する状態名に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に８章の状態名定義との

間の不一致があるため訂正した。 

 

図１／ＪＴ－Ｑ９５４．２ （１／４） 

（ITU-T Q.954.2） 

ユーザ側のＳＤＬ 

 

Begin3PTY request 
 

Begin3PTY 要求 

connection in  
Active-Held state? 
通信中－保留状態の 
コネクションか？ 

one connection in  
Active-Idle state? 

通信中－空状態のコネ
クションが１つか？ 

FACILITY Begin3PTY 
invoke 

ファシリティ
Begin3PTYインボーク 

error indication 
エラー表示 

 
 
 

３PTY Idle 
三者通話 
空 

 
-------- 

 

Begin3PTY Request 
Begin3PTY 
要求 
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         基本呼から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＴＣ注－Begin3PTYインボーク送出後に遷移する状態名に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に８章の状態名定義との

間の不一致があるため訂正した。 

 

図１／ＪＴ－Ｑ９５４．２ （２／４） 

（ITU-T Q.954.2） 

ユーザ側のＳＤＬ 

 

call 
 clearing 

 indication 
呼切断復旧表示 

error indication 
エラー表示 

FACILITY Begin3PTY 
return result 
ファシリティ

Begin3PTY 
リターンリザルト 

FACILITY Begin3PTY 
return error 
ファシリティ

Begin3PTY 
リターンエラー 

FACILITY 
 reject 

ファシリティ 
拒否 

error indication 
エラー表示 

Begin 3PTY confirm 
Begin3PTY 確認 

３PTY Idle 
三者通話 
空 

３PTY Active 
三者通話 
通信中 

３PTY Idle 
三者通話 
空 

Begin3PTY Request 
Begin3PTY 
要求 
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                   基本呼から 

 

 

 

                 ＹＥＳ 

 

 

        ＮＯ 

 

                                JT-Q932 

                                付属資料 Bへ 

                                （注） 

 

 

 

 

 

      注－この要求に対して失敗した場合の更なる動作は本標準の 

      範囲外であるが、保留解除要求の再送がありうる。 

 

 

図１／ＪＴ－Ｑ９５４．２ （３／４） 

（ITU-T Q.954.2） 

ユーザ側のＳＤＬ 

 

call 
 clearing 

 indication 
呼切断復旧表示 

End3PTY 
request  

 
End3PTY 
要求 

FACILITY End3PTY 
invoke 

ファシリティ
End3PTYインボーク 

RETRIEVE request 
(Active-Held connection) 
保留解除要求（通信中－
保留コネクション） 

clearing relates to  
Active-Idle connection? 
通信中－空コネクション
に関する切断復旧か？ 

３PTY Idle 
三者通話 
空 

 
 
 

End3PTY Request 
 

End3PTY 要求 

３PTY Idle 
三者通話 
空 

３PTY Active 
三者通話 
通信中 
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          基本呼から 

           

 

 

               NO 

 

 

                         YES 

 

 

 

 

                                 JT-Q932付属資料 Bへ（注） 

 

 

 

                                 JT-Q932付属資料 Bへ（注） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         注－この要求に対して失敗した場合の更なる動作は本標準の範囲外 

         であるが、場合に応じて保留解除要求や保留要求の再送がありうる。 

 

図１／ＪＴ－Ｑ９５４．２ （４／４） 

（ITU-T Q.954.2） 

ユーザ側のＳＤＬ 

 

error indication 
エラー表示 

FACILITY End3PTY 
return result 
ファシリティ

End3PTY 
リターンリザルト 

FACILITY End3PTY 
return error 
ファシリティ

End3PTY 
リターンエラー 

FACILITY 
 reject 

ファシリティ 
拒否 

error indication 
エラー表示 

call 
 clearing 

 indication 
呼切断復旧表示 

private communication for 
Active-Held connection? 
通信中－保留コネクシ
ョンのための個別通信

か？ 

End3PTY confirm 
 

End3PTY確認 

End3PTY confirm 
 

End3PTY確認 

HOLD request 
(Active-Idle connection) 
保留要求（通信中－空
コネクション） 

RETRIEVE request 
(Active-Held connection) 
保留解除要求（通信中
－保留コネクション） 

End3PTY Request 
 

End3PTY要求 

３PTY Active 
三者通話 
通信中 

３PTY Active 
三者通話 
通信中 

３PTY Idle 
三者通話 
空 

３PTY Idle 
三者通話 
空 

３PTY Idle 
三者通話 
空 
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図２／ＪＴ－Ｑ９５４．２（１／７） 

(ITU-T Q.954.2) 

網側のＳＤＬ 

3PTY 
Idle 

三者通話 
空 

FACILITY 
Begin3PTY invoke 
ファシリティ 

Begin3PTYインボーク 

FACILITY 
End3PTY invoke 
ファシリティ 

End3PTYインボーク 

Active-Held? 
通信中－保留か？ 

error: invalidCallState 
エラー：invalidCallState 

 
error: invalidCallState 
エラー：invalidCallState 

 

3PTY subscribed? 
三者通話に加入か？ 

one call Active-Idle? 
通信中－空が１呼か？ 

service valid? 
サービスは有効か？ 

bridge free? 
ブリッジは空きか？ 

allocate bridge 
ブリッジの割当て 

 

error:userNotSubscribed 
エラー：userNotSubscribed 

（注） 

error:supplementary_ 
_ServiceInteraction_ 

_NotAllowed 
エラー：supplementary_ 

_ServiceInteraction_ 
_NotAllowed 
（注） 

error: resourceUnavailable 
エラー：resource_ 

_Unavailable 
（注） 

FACILITY 
Begin3PTY return error 
ファシリティ 

Begin3PTYリターンエラー 

 
－－－－ 

 

3PTY 
Active 
三者通話 
通信中 

三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスにおい
て２つの基本コネクションが関連する。 
－ 通信中－保留コネクションが１つ。 
そして、 
－ 通信中－空コネクションが１つ。 

FACILITY 
End3PTY return error 
ファシリティ 

End3PTYリターンエラー 

FACILITY 
Begin3PTY return result 
ファシリティ 

Begin3PTYリターンリザルト 

Notify B and C 
ＢとＣへ通知 

 
会議通話確立 

error: invalidCallState 
エラー：invalidCallState 

（注） 

 
－－－－ 

 

注－これらのチェックの
順序はインプリメンテー
ションに依存する 

YES 

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

YES 

YES 

YES 

YES 

ＴＴＣ注－三者通話の終了を表すインボークコンポーネント名および Begin3PTY インボークに対するリターンエラー
コンポーネント名に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。 
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図２／ＪＴ－Ｑ９５４．２（２／７） 
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網側のＳＤＬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

call clearing indication 
呼切断復旧表示 

 
基本呼から 

? clearing from 
どこからの切断復旧か？ 

release bridge 
ブリッジ解放 

 

release bridge 
ブリッジ解放 

 

Notify B 
Ｂへ通知 

 
リモート保留 

Notify C 
Ｃへ通知 

 
会議通話終了 

3PTY 
Idle 

三者通話 
空 

3PTY 
Await Retrieve 
三者通話 
保留解除待ち 

3PTY 
Active 
三者通話 
通信中 

通信中－空コネクションの切
断復旧 
［９．２．５．１ａ）または
９．２．２．１ａ）］ 

通信中－保留コネクションの
切断復旧 
［９．２．５．１ｂ）または
９．２．２．１ｂ）］ 
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網側のＳＤＬ 

 

 

 

3PTY 
Active 
三者通話 
通信中 

FACILITY 
Begin3PTY invoke 
ファシリティ 

Begin3PTYインボーク 

FACILITY 
End3PTY invoke 
ファシリティ 

End3PTYインボーク 

error:supplementary_ 
_ServiceInteraction_ 

_NotAllowed 
エラー：supplementary_ 

_ServiceInteraction_ 
_NotAllowed 

FACILITY 
Begin3PTY return error 
ファシリティ 

Begin3PTYリターンエラー 

 
－－－－ 

 

release bridge 
ブリッジ解放 

 

release bridge 
ブリッジ解放 

 

FACILITY 
End3PTY return result 
ファシリティ 

End3PTYリターンリザルト 

FACILITY 
End3PTY return result 
ファシリティ 

End3PTYリターンリザルト 

Notify B 
Ｂへ通知 

 

リモート保留 

Notify C 
Ｃへ通知 

 

会議通話終了 

リモート保留 

Notify C 
Ｃへ通知 

 
会議通話終了 

received on Active-Idle 
or Active-Held? 

通信中－空、通信中－保留
のどちらで受信したか？ 

Notify B 
Ｂへ通知 

 

Notify B 
Ｂへ通知 

 

会議通話終了 

3PTY 
Idle 

三者通話 
空 

3PTY 
Await Hold & Retrieve 

三者通話 
保留及び保留解除待ち 

通信中－保留コネクション 
［９．２．４．１ａ）］ 

通信中－空コネクション 
［９．２．４．１ｂ）］ 

ＴＴＣ注－End3PTY インボークを通信中－保留コネクションで受信した場合の参照節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に
明らかな誤りがあるため訂正した。 
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網側のＳＤＬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3PTY 
Await Retrieve 
三者通話 

保留解除待ち 

3PTY 
Await Hold & Retrieve 

三者通話 
保留及び保留解除待ち 

3PTY 
Await Hold 
三者通話 
保留待ち 

FACILITY 
Begin3PTY invoke 
ファシリティ 

Begin3PTYインボーク 

error: invalidCallState 
エラー：invalidCallState 

 

FACILITY 
Begin3PTY return error 
ファシリティ 

Begin3PTYリターンエラー 

 
－－－－ 
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網側のＳＤＬ 

 

 

3PTY 
Await Retrieve 
三者通話 

保留解除待ち 

Notify B  
Ｂへ通知 

 

基本呼か
ら（注） 

FACILITY 
End3PTY invoke 
ファシリティ 

End3PTYインボーク 

error:invalidCallState 
エラー：

invalidCallState 

FACILITY 
End3PTY return error 
ファシリティ 

End3PTYリターンエラー 

 
－－－－ 

 

call clearing indication 
呼切断復旧表示 

 

RETRIEVE 
service request 
保留解除 

サービス要求 

3PTY 
Idle 

三者通話 
空 

valid? 
有効か？ 

 

reservation function 
リザーブ機能 

 

3PTY 
Idle 

三者通話 
空 

会議通話終了 

NO 

YES 

RETRIEVE  
service confirm 
保留解除 

サービス確認 

RETRIEVE  
service reject 
保留解除 

サービス拒否 

 
注－通信中－保留コネクションに関連
する 

 
－－－－ 
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網側のＳＤＬ 

 

FACILITY 
End3PTY return error 
ファシリティ 

End3PTYリターンエラー 

3PTY 
Await Hold & Retrieve 

三者通話 
保留及び保留解除待

ち

Notify C  
Ｃへ通知 

 

基本呼か
ら 

FACILITY 
End3PTY invoke 
ファシリティ 

End3PTYインボーク 

error:invalidCallState 
エラー：

invalidCallState 

 
－－－－ 

 
 

RETRIEVE 
service request 
保留解除 

サービス要求 

3PTY 
Idle 

三者通話 
空 

vaild? 
有効か？ 

 

reservation function 
リザーブ機能 

 

リモート 
保留 

NO 

YES 

HOLD  
service confirm 

保留 
サービス確認 

RETRIEVE  
service confirm 
保留解除 

サービス確認 

call clearing indication 
呼切断復旧表示 

 

clearing related to? 
切断復旧に関連する

のは？ 

HOLD 
service request 
保留 

サービス要求 

3PTY 
Await Retrieve 
三者通話 

保留解除待ち 

通信中－保留 
コネクション

通信中－空 
コネクション 

 
－－－－ 

 
 

HOLD  
service reject 
保留 

サービス拒否 

（注） 

reservation function 
リザーブ機能 

 

Notify B  
Ｂへ通知 

 
会議通話 
終了 

（注） 

3PTY 
Await Hold 
三者通話 
保留待ち 

注－もし網が「保留」(HOLD)メッセージの前に「保留解除」(RETRIEVE)メッセージ
の処理を行う（例えば、保留動作が完了する前にユーザが「保留解除」(RETRIEVE)
メッセージを送信したり、網内での内部的なメッセージの取り扱いの結果）ならば、
保留解除動作が成功するかどうかは空きＢチャネルが利用可能であるかによる。空き
Ｂチャネルが利用可能でない場合、網は保留解除動作をうまく完了することはできな
い。保留解除動作中のチャネル選択の成功を確実にするために、もし空きＢチャネル
が利用可能であることをユーザが知らないのであれば、ユーザは保留解除動作を行う
前に保留動作の完了を待つべきである。 
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図２／ＪＴ－Ｑ９５４．２（７／７） 

(ITU-T Q.954.2) 

網側のＳＤＬ 

3PTY 
Await Hold 
三者通話 
保留待ち 

Notify C  
Ｃへ通知 

 

基本呼か
ら 

FACILITY 
End3PTY invoke 
ファシリティ 

End3PTYインボーク 

error:invalidCallState 
エラー：

invalidCallState 

FACILITY 
End3PTY return error 
ファシリティ 

End3PTYリターンエラー 

3PTY 
Await Retrieve 
三者通話 

保留解除待ち 

call clearing indication 
呼切断復旧表示 

 

HOLD 
service request 
保留 

サービス要求 

3PTY 
Idle 

三者通話 
空 

valid? 
有効か？ 

 

reservation function 
リザーブ機能 

 

3PTY 
Idle 

三者通話 
空 

リモート保留 

NO 

YES 

HOLD  
service confirm 

保留 
サービス確認 

HOLD  
service reject 
保留 

サービス拒否 

 
 

－－－－ 
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付録Ⅰ （標準ＪＴ－Ｑ９５４．２のための）信号フロー 
（本付録は本標準の一部分ではない） 

 

 三者通話（３ＰＴＹ）付加サービスのための信号フローを以下に示す。 

 

  図Ⅰ．１：三者通話の要求 

  図Ⅰ．２：ユーザＢの切断 

  図Ⅰ．３：ユーザＣの切断 

  図Ⅰ．４：両方のリモートユーザの切断－ユーザＢを先に解放 

  図Ⅰ．５：両方のリモートユーザの切断－ユーザＣを先に解放 

  図Ⅰ．６：ユーザＢとの個別通信開始 

  図Ⅰ．７：ユーザＣとの個別通信開始 

  図Ⅰ．８：ユーザＢからの切断 

  図Ⅰ．９：ユーザＣからの切断 

 

 これらの図には、基本呼制御（標準ＪＴ－Ｑ９３１［３］参照）の全ての情報要素は反映されない。三者通

話（３ＰＴＹ）付加サービスの操作例を示すだけである。 

 

 表Ⅰ．１に本節の図のキーを示す。 

 

表Ｉ．１／ＪＴ－Ｑ９５４．２ 

(ITU-T Q.954.2) 

図のキー 

 

ＣＲｘ，ＣＲｙ         使用される呼番号 

Ａ－Ｂ             ユーザＡ－ユーザＢ間の呼 

Ａ－Ｃ             ユーザＡ－ユーザＣ間の呼 

ＦＩＥ             ファシリティ情報要素 
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I.1 三者通話の要求 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｉ．１／ＪＴ－Ｑ９５４．２ 

(ITU-T Q.954.2) 

三者通話の要求 

 

ユーザ A ユーザ C ユーザ B 網 

（CRx＝呼Ａ－Ｂ、 
 通信中―保留コネクション） 
（CRy＝呼Ａ－C、 
 通信中―空コネクション） 

ファシリティ（CRx，FIE： 
Begin3PTY インボーク） 

ファシリティ（CRx，FIE： 
Begin3PTY リターンリザルト） 

三者ブリッジ接続 

通知（会議通話確立） 

 

通知（会議通話確立） 

 
（CRx＝呼Ａ－Ｂ、 
 通信中―保留コネクション） 
（CRy＝呼Ａ－C、 
 通信中―空コネクション） 



ＪＴ－Ｑ９５４．２ － 36 －  

I.2 １つのリモートユーザの切断とその他の保持 
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ユーザＢの切断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザ A ユーザ C ユーザ B 網 

（CRx＝呼Ａ－Ｂ、 
 通信中―保留コネクション） 
（CRy＝呼Ａ－C、 
 通信中―空コネクション） 

通知（会議通話終了） 

 

（CRy＝呼Ａ－C、 
 通信中―空コネクション） 

三者ブリッジ解放 

三者通話確立 
切断（CRx） 
 

解放（CRx） 
 

解放完了（CRx） 
 

切断 

 

解放 

 

解放完了 

 



 － 37 － ＪＴ－Ｑ９５４．２ 
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ユーザＣの切断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザ A ユーザ C ユーザ B 網 

（CRx＝呼Ａ－Ｂ、 
 通信中―保留コネクション） 
（CRy＝呼Ａ－C、 
 通信中―空コネクション） 

通知（リモート保留） 

 

（CRx＝呼Ａ－B、 
 通信中―空コネクション） 

三者ブリッジ解放 

三者通話確立 
切断（CRy） 
 

解放（CRy） 
 

解放完了（CRy） 
 

網側チャネルリザーブ 

リザーブの使用 

保留解除（CRx）
 

切断 

 

解放 

 

解放完了 

 

通知（会議通話終了） 

 

保留解除確認（CRx） 
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I.3 両方のリモートユーザの切断と呼の終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

図Ｉ．４／ＪＴ－Ｑ９５４．２ 

(ITU-T Q.954.2) 

両方のリモートユーザの切断－ユーザＢを先に解放 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザ A ユーザ C ユーザ B 網 

（CRx＝呼Ａ－Ｂ、 
 通信中―保留コネクション） 
（CRy＝呼Ａ－C、 
 通信中―空コネクション） 

通知（会議通話終了） 

 

三者ブリッジ解放 

三者通話確立 
切断（CRx） 
 

解放（CRx） 
 

解放完了（CRx） 
 

切断 

 

解放 

 

解放完了 

 

切断（CRy） 
 

切断 

 

解放 

 解放（CRy） 
 

解放完了（CRy） 
 解放完了 
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ユーザＣユーザＢ網ユーザＡ

（CRx=呼Ａ－Ｂ、
通信中－保留コネクション）
（CRy=呼Ａ－Ｃ、
　通信中－空コネクション）

三者通話確立

三者ブリッジ解放

切断切断（CRy）

通知（リモート保留）

切断（CRx） 切断

解放

解放

解放完了

解放完了

解放（CRy）

解放（CRx）

解放完了（CRy）

解放完了（CRx）
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両方のリモートユーザの切断－ユーザＣを先に解放 
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I.4 リモートユーザとの個別通信の開始 

 
ユーザＣユーザＢ網ユーザＡ

（CRx=呼Ａ－Ｂ、
通信中－保留コネクション）
（CRy=呼Ａ－Ｃ、
　通信中－空コネクション）

（CRx=呼Ａ－Ｂ、
通信中－空コネクション）
（CRy=呼Ａ－Ｃ、
　通信中－保留コネクション）

三者通話確立

三者ブリッジ解放

網側チャネルリザーブ

リザーブの使用

ファシリティ（CRx,FIE:
End3PTY インボーク）

ファシリティ（CRx,FIE:
End3PTYリターンリザルト）

通知（リモート保留）

通知（会議通話終了）

通知（リモート保留）保留（CRy）

保留確認（CRy）

保留解除（CRx）

保留解除確認（CRx）

通知（会議通話終了）

 
図Ｉ．６／ＪＴ－Ｑ９５４．２ 
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ユーザＢとの個別通信開始 
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ユーザＣユーザＢ網ユーザＡ

（CRx=呼Ａ－Ｂ、
通信中－保留コネクション）
（CRy=呼Ａ－Ｃ、
　通信中－空コネクション）

（CRx=呼Ａ－Ｂ、
通信中－保留コネクション）
（CRy=呼Ａ－Ｃ、
　通信中－空コネクション）

三者通話確立

三者ブリッジ解放

ファシリティ（CRy,FIE:
End3PTYインボーク）

ファシリティ（CRy,FIE:
End3PTYリターンリザルト）

通知（会議通話終了）

通知（リモート保留）

通知（会議通話終了）

 
 

ＴＴＣ注－個別通信確立後のＣＲｘのコネクション状態の記述に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りが 

          あるため訂正した。 

図Ｉ．７／ＪＴ－Ｑ９５４．２ 
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ユーザＣとの個別通信開始 

 

I.5 リモートユーザからの呼切断 

 
ユーザＣユーザＢ網ユーザＡ

（CRx=呼Ａ－Ｂ、
通信中－保留コネクション）
（CRy=呼Ａ－Ｃ、
　通信中－空コネクション）

（CRy=呼Ａ－Ｃ、
　通信中－空コネクション）

三者通話確立

三者ブリッジ解放

切断（CRx）

解放完了（CRx）

通知（会議通話終了.）

切断

解放

解放完了

解放（CRx）

 
図Ｉ．８／ＪＴ－Ｑ９５４．２ 
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ユーザＢからの切断 



ＪＴ－Ｑ９５４．２ － 42 －  

 
ユーザＣユーザＢ網ユーザＡ

（CRx=呼Ａ－Ｂ、
通信中－保留コネクション）
（CRy=呼Ａ－Ｃ、
　通信中－空コネクション）

（CRx=呼Ａ－Ｂ、
通信中－空コネクション）

三者通話確立

三者ブリッジ解放

網側チャネルリザーブ

リザーブの使用

切断切断（CRy）

通知（リモート保留）
解放（CRy）

解放

解放完了

通知（会議通話終了）

解放完了（CRy）

保留解除（CRx）

保留解除確認（CRx）
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 ＪＴ－Ｑ９５４．２標準ＴＴＣ用語対照表 （１／１） 

 

英語 ＴＴＣ標準用語 

active-held connection 通信中－保留コネクション 

active-idle connection 通信中－空コネクション 

auxiliary states 補助状態 

local interaction ローカルな相互作用 

local interaction for the call 呼のローカルな相互作用 

multiparty call 複数加入者呼 

network channel reservation 網側チャネルリザーブ 

private communication 個別通信 

remote interaction リモート相互作用 

three party 三者通話 

three-way bridge 三者ブリッジ 

three-way conversation 三者通話 

two-party call 二者通話呼 



　　　　　第１版　作成協力者（２０００年１月２５日）

　　第二部門委員会

委員長 岡田  忠信 日本電信電話（株）

副委員長 竹之内　雅生 ＫＤＤ（株）

副委員長 見持　博之 （株）日立製作所

委員 山越  豊彦 東京通信ネットワーク（株）

委員 貝山  明 ＮＴＴ移動通信網（株）

委員 森　文男 （株）エヌ・ティ・ティ・データ

委員 萩原　啓司 住友電気工業（株）

委員 柳田　達哉 ノーテル　ネットワークス（株）

委員 稲見  任 富士通（株）

委員 田中　信吾 （財）電気通信端末機器審査協会

委員 青柳　慎一 WG2-1委員長・日本電信電話（株）

委員 加藤  周平 WG2-1副委員長・沖電気工業（株）

委員 飛田  康夫 WG2-1副委員長・三菱電機（株）

委員 小林　敏晴 WG2-2委員長・ＫＤＤ（株）

委員 保村  英幸 WG2-2副委員長・西日本電信電話(株)

委員 河合　淳夫 WG2-3委員長・（株）日立製作所

委員 杉山  秀紀 WG2-3副委員長・日本アイ・ビー・エム（株）

委員 富久田  孝雄 WG2-3副委員長・日本電気（株）

委員 三浦  章 WG2-4委員長・日本電信電話（株）

委員 松田　雅之 WG2-4副委員長・ＫＤＤ（株）

委員 竹内  宏則 WG2-4副委員長・松下通信工業（株）

委員 三宅  功 WG2-5委員長・日本電信電話（株）

委員 加藤  聰彦 WG2-5副委員長・ＫＤＤ（株）

委員 中牧　恭一 WG2-5副委員長・沖電気工業（株）

委員 前田  洋一 WG2-B-ISDN委員長・日本電信電話（株）

　　　　　　　　               （注）　WG2-xx　：第二部門委員会　第 xx（xx 特別）専門委員会



　　第二部門委員会　第二専門委員会

委員長 小林　敏晴 ＫＤＤ（株）

副委員長 保村  英幸 西日本電信電話(株)

委員 岩崎　茂 ＫＤＤ（株）

委員 岸本  淳一 第二電電（株）

委員 古澤  正孝 東京通信ネットワーク（株）

委員 野口　崇 日本テレコム（株）

委員 大羽  巧 日本電信電話（株）

委員 小池田　寛士 大阪メディアポート（株）

委員 羽田野　浩 東日本電信電話(株)

委員 吉田  浩和 安藤電気（株）

委員 長島　芳信 アンリツ（株）

委員 一條  輝城 岩崎通信機（株）

委員 北畠  好章 沖電気工業（株）

委員 浅井　和義 神田通信工業（株）

委員 椿原  一志 キヤノン（株）

委員 中尾  孝夫 シャープ（株）

委員 甲斐　雄介 住友電気工業（株）

委員 墨  豊 （株）大興電機製作所

委員 猿渡　圭介 （株）田村電機製作所

委員 猪澤　隆広 （株）東芝

委員 山田　章治 東洋通信機（株）

委員 船橋  好一 日本アイ・ビー・エム（株）

特別専門委員 上田  達人 SWG1 リーダ・日本電気（株）

委員 雨宮  孝 SWG3 リーダ・日本電気（株）

委員 中島  巳範 日本ユニシス（株）

委員 柳田　達哉 ノーテル　ネットワークス（株）

委員 寺田  祐二 （株）日立製作所

委員 山崎　貞二 （株）日立テレコムテクノロジー

委員 小松　潔 富士通（株）

委員 石塚  利之 松下通信工業（株）

委員 高木　健次 松下電器産業（株）

委員 高瀬  譲 松下電送システム（株）

委員 武田　博 三菱電機（株）

委員 大橋　正典 ヤマハ（株）

委員 並川  将典 （株）リコー

委員 今井  尚雄 （株）アルファシステムズ

委員 小林  詠史 （財）電気通信端末機器審査協会

事務局 中村　剛万 ＴＴＣ第２技術部



　ＪＴ－Ｑ９５４．２　検討グループ　（ＳＷＧ１）

リーダ*1 上田  達人 日本電気（株）

サブリーダ*1 高木　健次 松下電器産業（株）

特別専門委員 小笠原　寿明 ＫＤＤ（株）

特別専門委員 北川　隆也 第二電電（株）

委員 古澤  正孝 東京通信ネットワーク（株）

委員 野口　崇 日本テレコム（株）

特別専門委員 早瀬　清史 日本電信電話（株）

特別専門委員 堀　和史 東日本電信電話(株)

特別専門委員 加藤  訓啓 安藤電気（株）

特別専門委員 猿田　誠一 沖電気工業（株）

委員 猪澤　隆広 （株）東芝

特別専門委員 立川  敦 （株）日立製作所

特別専門委員 峠坂　浩行 富士通（株）

特別専門委員 山本  明彦 富士通（株）

特別専門委員 矢島　豊 松下通信工業（株）

委員 武田　博 三菱電機（株）

　　　　　　　　　　＊１：特別専門委員


	　　



